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クリ ケッ ト 大会が開催されました

スポーツで交流しよう ！ 1 1 /1 6

　 町生涯スポーツ推進協働パート ナー連携事業と し

て「 N PO法人かわね来風」 主催のク リ ケッ ト 大会

が開催さ れまし た。 講師は、 町内にサテラ イ ト オ

フィ スを置く イ ンド のIT企業「 ゾーホージャパン」

のインド 人社員２ 人。 ルールや得点の取得方法など

について、 参加した地域住民と 会話をしながら交流

を深めました。

　 今回初めて参加した参加者は、 初めのう ちは慣れ

ないク リ ケッ ト 専用のバッ ト やボールの扱いに苦戦

していまし たが、 後半になり 徐々に慣れてく る と 、

ホームランを打つ様子が見られたり と 試合を楽しん

でいました。クリケット の試合を楽しむ参加者

日本料理教室が開催されました

日本の郷土料理を地域の外国人住民へ 1 2 /1 4

　 静岡県主催の「 外国人材のための第二の故郷創出

支援事業」 の一環と して、 外国人住民のための日本

料理教室が生活改善センターで開催されました。

　 現在町には15の国107人の外国人住民が暮ら し

ています。 今回参加したのは、 インド ・ 中国・ アメ

リ カ・ イ タ リ アから ８ 人。 町内の料理好き日本人３

人が講師を務め、「 大根そば」 や「 いなり 寿司」、「 錦

卵」 など、 郷土料理の作り 方を教えても ら いまし

た。 また、 餅つき体験も実施され、 参加者同士で楽

し く 会話をしながら作った料理を美味し く いただき

ました。 講師の説明を聞きながら錦卵を作る参加者

金管楽器によるコンサート が開催されました

公演の様子（ 上）と楽器レクチャー（ 下）

ホールに響く 美しい音色 1 2 /1 5

　 文化会館で、 東京都交響楽団のメ ンバーによる 、

木管五重奏「 あっと ！ホームコンサート 」 が開催さ

れました。 当日使用された楽器は、 フルート ・ オー

ボエ・ ク ラ リ ネッ ト ・ ファ ゴッ ト ・ ホルン。 演目は

「 エンタ ーティ ナー」 や「 ディ ズニーラ ンド メ ド

レー」 など、 ク ラシッ ク の名曲から親しみのある曲

まで圧巻の演奏が披露さ れ、 会場に訪れた127人を

魅了しました。

　 また、 12月14日（ 土） には、 三ツ星学園音楽部

と 川根高校吹奏楽部の児童生徒13人を対象に公演

リ ハーサルと レク チャーが行われ、 またと ない機会

に生徒たちは真剣に取り 組んでいました。
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タ ウント ピッ ク ス

（ 一社）エコティ かわね
川根本町桑野山4 2 4 -6

☎0 5 4 7 （ 5 8 ）7 0 0 0

FAX0 5 4 7 （ 5 8 ） 7 0 0 1
Eメール： ecotkawane@ g m ail.com

エコティ 日記エコティ 日記
町の自然資源を活かした地域観光事業に取り 組む一般社団法人エコティ か
わね。 今回は12月に行った「 第１ 回ヤマセミ 会議」 の報告をさ せていた
だきます。

次につながる第一歩！次につながる第一歩！

ワークショ ッ プの様子

「 大地の再生」 講演の様子

　 12月８ 日（ 日）、 南アルプスユネスコエコパーク10

周年事業とし て、「 第１ 回ヤマセミ 会議」 を開催し 、 延

べ66名の方にご参加をいただきまし た。 内容は、 ①６

月に行ったヤマセミ 生息状況一斉調査の報告②参加者に

よる意見交換とワークショ ッ プ③「 大地の再生」 をテー

マとした田中俊光さんの講演です。

　 ①では調査項目を振り 返り 、 大井川の環境を可視化し

ました。 調査で発見したヤマセミ は、 ７ 月上旬を境に姿

を見なく なってしまい、 子育てが失敗しただろう という

ことについても言及しました。

　 ②では調査報告を踏まえた話し 合いを行いまし た。

「 人と ヤマセミ の共生」 という テーマでは、 ヤマセミ に

住民票を発行したらどう か、 ヤマセミ についてもっと知

ろう 、 といった活発な意見が出ました。

　 ③では「 空気と水の循環」 をキーワード に、 災害の例

を出して分かり やすく お話いただきました。 参加者から

は『 たく さ んの方に聞いてほしい』『 人の意識が変わる

ことが大切』 と言った感想をもらいました。

　 ヤマセミ をテーマとし 、 大井川の河川環境に目を向け

てもらいたいという 想いで１ 年活動してきましたが、 取

組は始まったばかり 。 ただ、 小さ く 思えるよう な一人一

人の意識は、 集まると変化を起こせる手応えを感じまし

た。 今後に繋げていきたいと思います。 ６ 月に行ったヤ

マセミ 調査の結果報告については、 エコティ かわねの

ホームページから閲覧できます。 ぜひご覧く ださい。

児童民生委員と地域の子どもたちの交流会が開催されました（ 赤い羽根共同募金助成事業）

交流を通して地域を知る 1 2 /2 6

　 川根本町民生委員児童委員協議会児童福祉部会

が、 地名地域振興センターで町内義務教育学校の児

童生徒と の交流会「 冬休み交流会～寺子屋～」 を開

催しました。 子どもたちと コミ ュニケーショ ンを取

り ながら 、 地域で活動する民生委員の仕事を知って

も ら う こ と を目的に毎年開催さ れています。 こ の

日、 三ツ星学園から 18人が参加し、 冬休みの宿題

を主と した学習会や、 昼食づく り 、 体を動かしなが

ら 簡単なレク リ エーショ ンを行い盛り 上がり まし

た。 分からない問題は、 民生委員に聞いたり 、 周り

の友達と 協力して問題解決を図るなど、 積極的に勉

強に取り 組む子どもたちの姿があり ました。 勉強会（ 上）昼食の準備（ 左下）読み聞かせ（ 右下）

こ こにも、 一つの物語。
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